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 雪肌精「SAVE the BLUE」プロジェクト  

 

当社は、当社の代表ブランド『雪肌精』シリーズの「SAVE the BLUE」プロジェクトを通じて、2009 年より沖縄

のサンゴを保全する、有限会社「海の種」（代表：金城
きんじょう

浩二、所在地：沖縄県読谷村）の活動を支援してい

ます。毎年夏の「SAVE the BLUE」キャンペーン期間中に販売した『雪肌精』の対象商品のボトルの底面積に

相当する沖縄の海底に、養殖したサンゴの苗を植えつける費用として寄附しています。これまでに植え付けら

れた面積は、11 年間で、25m プール約 28 倍分相当になりました。 

そうした中、金城さんが育てて海底に植えつけたサンゴの中から、海水温が上昇しても白化に強い「奇跡の

サンゴ」が発見され、注目されています。水深の浅いところで育てられたため、紫外線や暑さに耐性ができた

のではないかと言われています。 

2018 年からは、プロジェクト 10 年目を機に、夏季の活動に加え、東北の森を守る冬季のキャンペーンも新

たに開始。 2019 年春に、初めて東北エリアで広葉樹の植樹を行いました。また、『雪肌精』を販売している海

外の 9 つの国と地域（中国・台湾・香港・韓国・タイ・シンガポール・マレーシア・インドネシア・アメリカ）にて、各

エリアでのキャンペーンと独自の地球環境保全活動に取り組んでいます。 

詳細は下記のウェブサイトをご覧ください。 

 

雪肌精 SAVE the BLUE 

http://www.savetheblue.sekkisei.com/ 

 

コーセー企業情報 サステナビリティ 雪肌精「SAVE the BLUE」プロジェクト 

https://www.kose.co.jp/company/ja/sustainability/special1/ 

 

有限会社 海の種 

http://www.seaseed.com/ 

 

 

 

 SDGs への貢献  

 

当社は、「SAVE the BLUE」プロジェクトを通じて、「14 海の豊かさを守ろ

う」「15 陸の豊かさも守ろう」の 2 つの SDGs 目標への貢献を目指してきまし

た。 

 

今回の「サンゴにやさしい化粧品の開発」の研究プロジェクトを通じて、新たに「3：すべての人に健康と福祉

を」「12：つくる責任つかう責任」「17：パートナーシップで目標を達成しよう」への貢献を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 



 共同研究者  金城浩二氏  プロフィール  

 

有限会社海の種  代表取締役   金城
きんじょう

 浩二
こ う じ

 氏   

    〒904-0323 沖縄県読谷村字高志保 915 番地 

  「さんご畑～陸上のサンゴ礁～」を運営  http://www.sangobatake.jp/ 

 

（略歴） 1998 年 サンゴの養殖を開始。 

  2004 年 移植した養殖サンゴの産卵に成功 

  2009 年 「さんご畑」が読谷村にオープン。 

コーセーが「SAVE the BLUE」プロジェクトを通じた活動支援を開始 

  2010 年 金城氏を主人公のモデルとした映画 

「てぃだかんかん～海とサンゴと小さな奇跡～」が上映される。 

  2016 年 養殖サンゴの中から、海水温が上昇しても白化しにくいサンゴが発見される。 

 

 共同研究者  尾形信一氏  プロフィール  

 

横浜国立大学大学院  環境情報研究院 准教授   尾形 信一 氏 

 

（略歴） 1994 年 大阪教育大学   教育学部   教養学科   卒業 

   1996 年 日本学術振興会特別研究員（DC1） 

   1999 年 奈良先端科学技術大学院大学   物質創成科学研究科   助手 

  2000 年 博士号取得（バイオサイエンス）（奈良先端科学技術大学院大学） 

  2007 年～ 現職 

 

― ― ― ― ― ― ― ― 

 

※1 世界の日やけ止め規制の主な例 

 ・パラオ共和国 

2020 年 1 月 1 日 施行 

  10 種類の化学物質を含む日やけ止めの販売、使用の禁止 

 ・米国ハワイ州、フロリダ州キーウェスト 

  2021 年施行予定 

  オキシベンゾンとオクチノキサートが含まれる市販の日やけ止めの販売や流通を禁止 

※2 PCPC 

 Personal Care Products Council (米国パーソナル製品協議会) 

化粧品およびパーソナルケア製品企業を代表する国際的な業界団体。 

当団体の日やけ止めに関する考え方は下記 URL にて公開されています。 

https://www.personalcarecouncil.org/sunscreen/ 


